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■

臼

鶏

鋳灘

１
１３８
１

三
ｍ
三
の

☆
心
を
こ
め
て
焼
き
ま
し
た
。

神
戸
で
生
ま
れ
た
神
戸
の
味

と
し
て
お
な
じ
み
の
瓦
せ
ん
べ

い
。
そ
の
伝
統
を
受
け
つ
い
でI . ありす瓦」

こ
の
度
、
菊
水
総
本
店
か
ら
発

売
さ
れ
た
「
あ
り
す
瓦
」
は
和

菓
子
を
作
る
こ
だ
わ
り
で
、
て

い
ね
い
に
焼
き
あ
げ
た
上
品
な

焼
菓
子
。
香
ば
し
い
ク
ッ
キ
ー

に
キ
ャ
ラ
メ
ル
味
の
ソ
ー
ス
が

コ
ー
ト
さ
れ
ほ
ど
よ
い
甘
さ
が

今
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い

る
。ア

ー
モ
ン
で
‐
と
コ
コ
ナ
ッ
ッ

ゴ
マ
の
３
種
類
が
一
箱
に
納
め

ら
れ
、
気
の
利
い
た
贈
り
も
の

と
し
て
ぴ
っ
た
り
の
商
品
。

■
｜
箱
訓
枚
入
一
○
○
○
円
、
一
一
範
セ

ッ
ト
二
○
○
○
円
、
三
箱
セ
ッ
ト
三
○

○
○
円

ｚ
ｍ
三
の

★
洋
菓
子
の
発
展
に
尽
く
し
て

ユ
ー
ハ
イ
ム
・
コ
ン
フ
エ
ク

ト
社
長
、
西
義
弘
氏
が
、
去
る

７
月
型
日
糖
尿
病
の
た
め
神
戸

中
央
市
民
病
院
で
亡
く
な
ら
れ

た
。
葬
儀
は
訂
日
、
筒
法
寺
に

て
行
わ
れ
、
長
男
の
正
興
氏
が

喪
主
を
務
め
、
集
ま
っ
た
多
く

の
人
が
故
人
の
業
績
を
偲
ん

だ
。和

歌
山
出
身
の
西
氏
は
昭
和

妬
年
よ
り
同
社
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
。
以
降
卯
数
年
に
わ

た
り
、
ひ
た
む
き
な
研
究
心
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
同
社

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
洋
菓
子
業
界
全

体
の
育
成
に
絶
大
な
功
績
を
残

し
た
。

……寧制ﾂ ー
ーエ
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○
ｏ
ｚ
○
両
刃
『

★
田
崎
真
珠
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ス

ペ
シ
ャ
ル

－
９
３
０
年
に
設
立
さ
れ
た

モ
ス
ク
ワ
放
送
交
響
楽
団
は
在

モ
ス
ク
ワ
と
し
て
は
最
も
長
い

歴
史
を
誇
る
名
門
の
オ
ー
ケ
ス

、
ト
ー
フ
。

初
代
の
Ａ
・
オ
ル
ロ
フ
（
画

シ
ア
共
和
国
人
民
芸
術
家
）
を

筆
頭
に
代
食
質
の
高
い
指
揮
者

に
恵
ま
れ
、
輝
年
か
ら
は
ウ
ラ

デ
イ
ミ
ー
ル
・
フ
ェ
ド
セ
ー
エ

フ
に
よ
り
、
そ
の
音
楽
性
に
一

層
重
厚
さ
を
加
え
て
い
る
。

今
回
は
バ
イ
オ
リ
ン
に
マ
キ

シ
ム
・
フ
エ
ド
ト
フ
を
迎
え
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
バ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
二
長
調
」
、
「
白
鳥

の
湖
」
グ
リ
ン
カ
「
ル
ス
ラ
ン

と
リ
ュ
ド
ミ
ラ
」
序
曲
を
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
。
加

月
４
日
（
火
）
午
後
７
時
開
演
。

ロシア大地の音が鴎こえる

回
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
優
待
料
金
（
一
般

の
半
額
）
で
ご
招
待
。
〒
剛
神
戸
市
中

央
区
港
畠
中
町
６
１
３
１
２
置
０
７
８

翁
）
３
３
２
１
田
崎
真
珠
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
ペ
シ
ャ
ル
係
（
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
）
先

着
順
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
。

ｏ
ｏ
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
『
一
○
三

★
音
の
宝
石
箱
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ンフ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

で
は
、
８
月
６
日
か
ら
幻
日
ま可憐なメロディーが

で
恒
例
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
オ

ル
ゴ
・
‐
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
券
一

開
催
し
た
。

坂
野
会
長
が
妃
年
前
に
当
時

婚
約
中
だ
っ
た
惇
子
夫
人
に
オ

ル
ゴ
ー
ル
付
き
パ
フ
ケ
ー
ス
を

贈
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
オ

ル
ゴ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
卵

点
に
も
の
ぼ
る
。
今
回
の
展
示

は
そ
の
中
の
加
点
。
ミ
ュ
Ｉ
ジ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と
も
呼
ば
れ
る

曲
に
合
せ
て
人
形
た
ち
が
踊
る

〃
オ
ー
ト
マ
タ
″
や
最
高
の
音

質
を
誇
る
ミ
ラ
社
の
〃
グ
ラ
ン

ド
・
ミ
ラ
″
な
ど
が
並
ぷ
。

細
工
を
施
し
た
重
厚
な
外
観

の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ
ル
ゴ
ー
ル

か
ら
流
れ
る
音
色
は
、
時
代
を

超
え
た
ロ
マ
ン
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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、

ｍ
×
エ
ー
画
一
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一
ｏ
ｚ

⑧
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
繁
り
深
く

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
帥
年
を
記

念
し
た
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
と
型

－
ヒ
ー
‘
展
Ｌ
が
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ヒ
ー
博
物
館
で
７
月
妬
Ｈ
か

ら
９
月
４
日
の
間
、
問
催
さ

れ
た
。
第
一
回
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
が
笠
戸
丸
に
乗
り
、
出
港

し
た
の
が
神
戸
港
。
以
来
ブ

ラ
ジ
ル
を
世
界
有
数
の
コ
ー

ヒ
ー
生
産
国
に
し
た
日
系
移

民
の
人
々
。
そ
の
足
跡
を
た

ど
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
、

日
本
有
数
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
入

量
を
扱
う
神
戸
と
の
つ
な
が

り
が
改
め
て
考
え
ら
れ
る
。

初
日
に
は
女
優
の
小
山
明

子
さ
ん
を
迎
え
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
。
そ
し
て
ゲ
ス
ト
の
駐

日
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ウ
ロ
大
使

か
ら
「
も
っ
と
も
つ
と
コ
ー

ヒ
ー
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
挨
拶
を
受
け
、
全
員

で
〃
サ
ウ
ー
デ
″
（
乾
杯
）
。

鰯鷺篭環
i j 総篭“・侭

鞭
簿

『
○
璽
○
め

●
ユ
ー
ハ
イ
ム
主
催
・
第
４
回
た

の
し
い
リ
ズ
ム
な
わ
と
び
大
会
の

お
し
ら
せ
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
弾
手
蝿
に
尋
き

る
な
わ
と
び
に
親
子
で
、
兄
弟
で

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
、
月
、
口
体

育
の
日
、
県
立
寺
花
体
育
館
倉
０

７
８
（
６
３
１
）
１
７
０
１
に
て

開
催
。
一
部
は
親
子
の
部
（
大
人

だ
け
で
も
可
）
加
時
Ｉ
理
時
。
三

部
は
小
学
生
の
部
、
過
時
Ｉ
鱒

時
。
内
容
は
一
部
で
は
短
な
わ
と

び
、
及
び
長
な
わ
遊
び
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
。
え
部
で
は
埜
本
的
鉱
跳

び
方
と
リ
ズ
ム
種
わ
と
ぴ
。

参
加
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

参
加
希
望
す
る
部
、
氏
名
や
学

年
、
住
所
、
電
話
、
引
率
父
兄
名

を
記
入
の
上
、
〒
卸
神
戸
市
中
央

区
港
島
中
町
７
１
７
１
４
財
団
法

人
ユ
ー
ハ
イ
ム
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

握
典
会
迄
。
宙
０
７
８
（
３
０
２
）

１
０
０
１
（
大
代
）

⑨
末
菰
製
額
か
ら
第
ｎ
回
額
標
・

絵
画
総
合
見
本
市
の
ご
案
内
。

毎
回
新
し
い
展
開
を
み
せ
て
い

る
秋
の
見
木
市
、
今
年
は
ア
メ
リ

カ
製
の
フ
レ
ー
ム
・
ポ
ス
タ
ー
・

版
画
を
中
心
に
更
に
多
域
な
商
舶

が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

９
月
６
日
（
火
）
７
日
（
水
）

の
両
日
、
兵
庫
県
農
琴
童
一
館
皿
階

に
て
。

⑥
剛
芸
の
古
川
軒
が
新
し
く
和
食

器
サ
ロ
ン
目
○
ど
の
国
司
弓
河
口
屑

衿
弓
捧
沃
固
室
を
９
月
銅
日
オ
；
プ

ン
。卓

を
彩
る
器
も
関
季
折
々
。
食

卓
空
間
を
も
っ
と
索
敵
に
コ
ー
デ

兵
庫
県
農
琴
童
一
館
皿
階

古
川
軒
が
新
し
く
和
食

シ
沃
固
室
を
９
月
銅
日
オ
；
プ

イ
ネ
イ
ト
す
る
お
店
と
し
て
、
お

し
ゃ
れ
に
展
開
。
西
宮
市
久
出
ケ

谷
町
、
‐
・
里
ス
テ
イ
タ
ス
夙
川
１

Ｆ
、
時
Ｉ
鵡
時
。

計P ､ 年員勲T 郵唖悪評? ｊ露孟汽隅５? q 団場j 砂呂思堂_ 今え鰯幸面嵯壷

蕊
⑭菊水総本店より
「ありす瓦」を
親しい人への賭りものとして
ぜひ、使ってほしい菊水からの
新製品「ありす瓦｣ 。アーモン
ド、ごま、ココナッツの３つの
風味が楽しめる。今回はこの商
品を神戸っ子読者1 0 名橡にプレ
ゼント。クッキーにはめずらし
いシックなパッケージと共に菊
水伝統の技が生きている。

P E O P L E ＜6 7 ＞

噂江美香さんくマキシン勤務＞
うずえ

｢ 洋服ほどには、まだコー･ ディネートに
慣れていらっしゃらない方も多くて…」
とお客様へのアドバイスのむずかしさを
語る噂江さん。でもオリジナルが多いマ
キシンだけに・点･ - 点の良さをキッチリ
把握しているのには驚く。季節ごとに変
わるウィンドーも交替でディスプレイ
し、「単に帽子を売るだけでなく、様々
なことが勉強できて楽しいですよ｡ 』

：鷺

蕊

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

甲
応
募
方
法
⑲
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
賦
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
誼
・
月
刊
神
戸
弓
子
』
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
９
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
ワ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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鯛王さん

よ
し
さ
が

邦
舞
家
、
花
柳
芳
祥
先
生
に
電
話
を

さ
し
上
げ
た
の
は
八
月
半
ば
だ
っ
た
。

「
先
生
、
有
馬
の
お
座
敷
遊
び
の
伝
統

が
い
か
に
守
ら
れ
て
い
る
か
、
一
度
や

芸
妓
さ
ん
達
に
お
話
し
を
伺
い
た
い
ん

で
す
が
…
」
。
先
生
に
無
理
を
お
願
い

し
て
、
早
速
お
稽
古
中
の
有
馬
検
番
に

お
邪
魔
し
た
。

市
内
で
は
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗

の
吹
き
出
る
暑
さ
だ
が
、
〃
有
馬
な
ら

涼
し
い
か
も
…
〃
と
、
淡
い
期
待
を
抱

き
つ
つ
有
馬
の
街
を
訪
れ
る
。

現
在
、
有
馬
温
泉
に
は
約
五
十
名
の

芸
妓
さ
ん
が
い
る
。
往
時
に
は
こ
の
三

倍
、
百
五
十
名
ほ
ど
の
芸
妓
さ
ん
が
い

た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
賑
わ
い
振
り
は

想
像
も
つ
か
な
い
程
だ
。
そ
れ
に
比
べ

る
と
人
数
も
減
り
確
か
に
淋
し
く
は
な

☆
お
座
敷
遊
び
の

伝
統
を
守
っ
て
…

－寿さん

っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
分
、
芸
域
は
深

ま
り
を
増
し
た
。
今
、
有
馬
の
伝
統
は

精
鋭
た
ち
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
芸
妓
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て

い
る
集
ま
り
が
睦
友
会
。
二
十
代
か
ら

七
十
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
芸
妓
さ

蕊
会議ｾﾐ秀から御家族づｵ 'まで
有島夢ﾗ ﾝ 膜ﾎ 示, し●敏山

TEL(078)904-0701㈹

晩

哩麹

国際観光旅館

鐘 鴬
#；
:；蝋

雅ただようくつろぎの館

､や･鍵塞瀧
ＴＥＬ(078)904-0781

窓

香奈子さん若二三さん

１
１４０
１

景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹ ＴＥＬ(078)904-0181

日本風の館です
欽山は典雅な 敷地内から跡きでる

日本最古の温泉画有馬温泉”
阪急ホテルチェーシ

伺馬' 三三ゴーホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技場

賓馬' ヘルスセン亨＝
ＴＥＬ(078)904-2291

結婚式場を完備しています

畿伝統と楕式を誇‘
冬斎
i 司陽間

湯の街
有馬歳時記
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銀水荘

ん
が
加
盟
し
て
い
る
。

お
稽
古
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
睦

友
会
の
会
長
・
香
奈
子
さ
ん
、
副
会
長

若
二
三
さ
ん
、
そ
れ
に
会
計
の
鯛
玉
さ

ん
と
一
寿
さ
ん
の
四
人
。
特
に
若
二
三

さ
ん
、
鯛
玉
さ
ん
は
こ
の
道
三
十
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

本
来
お
座
敷
遊
び
の
醍
醐
味
は
、
座

を
賑
わ
せ
て
く
れ
る
芸
妓
さ
ん
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ぶ
り
に
あ
る
。
そ
れ

は
、
昨
日
や
今
日
、
座
敷
に
上
っ
た
若

手
に
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
。
そ
の

くつろぎの宿

意
味
で
は
実
に
心
強
い
こ
と
に
、
有
馬

に
は
遊
ば
せ
上
手
の
芸
達
者
が
揃
っ
て

い
る
。
「
何
も
し
な
い
で
横
に
居
る
だ

け
な
ら
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
同
じ
。
私
た

ち
は
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
は
違
う
の
だ
」
。

そ
の
言
葉
に
は
芸
を
磨
き
伝
統
を
守
り

続
け
る
芸
妓
さ
ん
達
の
プ
ラ
イ
ド
が
う

か
が
え
る
。
日
舞
、
民
謡
、
小
唄
、
長

唄
、
鳴
物
な
ど
六
科
目
の
芸
を
こ
な

し
、
流
行
歌
も
歌
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
四
百
名
、
五
百
名
の
団
体

客
を
相
手
に
し
た
遊
び
ま
で
…
。

稽古に打ちう入む睦友会の皆さん－有馬検番にて

お
座
敷
の
様
子
も
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
ず
い
ぶ
ん
変
わ

っ
て
来
た
よ
う
だ
。
か
つ
て
は
大

阪
の
船
場
あ
た
り
の
旦
那
衆
を
は

じ
め
、
大
尽
遊
び
で
大
盤
振
舞
を

す
る
お
客
も
多
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
最
近
は
そ
う
い
う
特
定
の
客

が
少
な
く
な
り
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
の

規
模
が
大
き
く
な
っ
て
企
業
な
ど

の
団
体
客
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

近
頃
の
若
い
人
に
は
お
座
敷
遊
び

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
い
う
。

そ
ん
な
人
の
た
め
に
有
馬
温
泉
観

光
協
会
青
年
部
は
毎
年
、
「
温
泉

大
学
」
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
。
有
馬
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

だ
が
、
お
座
敷
遊
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
教
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
若

い
芸
妓
さ
ん
が
少
な
く
な
っ
た
と

い
う
。
こ
の
伝
統
を
守
る
た
め

に
、
今
、
若
き
後
継
者
を
…
。

僅撫
TEL(078)904-3656

TEL(078)904-0731

別 館楽山

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」
自然の恵みを
湯けむりに伝える

静寂さにつつまれた

ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

胡Ｐ 政府登録国際槻光旅館

別館

国際観光旅館１
１４１
１ ＴＥＬ(078)903-1.024

木遣りの爾醗勘片端
TEL(078)904-0551

ＴＥＬ(078)904-0622 陵楓閣 古象風火薬
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森の幻想（1 9 7 1 年）

東 山魁夷展

白馬の森（1 9 7 2 年）

絵
風
や
水
墨
画
風
の
様
式
化
さ

れ
た
表
現
へ
と
向
う
。
昭
和
調

年
の
北
欧
シ
リ
ー
ズ
、
昭
和
妃

年
の
京
洛
四
季
シ
リ
ー
ズ
、
皇

居
新
宮
殿
の
壁
画
、
さ
ら
に
昭

和
妃
年
か
ら
加
年
の
歳
月
を
か

け
た
唐
招
提
寺
御
影
堂
障
壁
画

の
制
作
に
よ
り
、
東
山
魁
夷

は
、
戦
後
の
日
本
画
壇
を
代
表

す
る
画
家
と
な
っ
た
。

神
戸
で
は
肥
年
ぶ
り
の
大
同

顧
展
。
今
回
は
、
学
生
時
代
の

作
品
か
ら
最
近
作
ま
で
、
ス
ケ

ッ
チ
を
含
め
て
卯
余
点
の
代
表

作
品
に
よ
り
、
魁
夷
の
帥
余
年

に
わ
た
る
全
画
業
を
た
ど
る
。

美
し
さ
、
優
し
さ
、
厳
し
さ
、

東
山
芸
術
の
こ
う
し
た
豊
か
な

魅
力
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。３

１
４
１
１

画業6 0 余年、東山芸術の代表作を一堂に
1 9 8 8 年８月2 7 日( ±) ～1 0 月２日（日）
兵庫県立近代美術館
同時開催
金山平三記念室一金山平三展Ｉ

８月2 7 日( 士) ～1 2 月７日（水）
小磯良平記念室一小磯良平展Ｉ

８月2 7 日( 土) ～1 1 月2 7 日（日）

神
戸
は
、
東
山
魁
夷
に
と
っ

て
第
二
の
ふ
る
さ
と
。
明
治
“

年
に
横
浜
で
生
ま
れ
、
３
歳
か

ら
蝿
歳
ま
で
を
日
本
で
最
も
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
こ
の
街
で
過

ご
し
た
こ
と
は
、
画
家
の
目
を

早
く
か
ら
西
洋
に
向
か
わ
せ
た

よ
う
だ
。
東
京
美
術
学
校
を
修

了
後
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
や
が

て
日
本
画
の
伝
統
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
豊
か
で
力
強
い
作

風
を
築
い
た
。

た
と
え
ば
、
山
の
姿
や
樹
木

を
描
く
こ
と
に
熱
中
し
、
草
花

に
は
殆
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
い

東
山
魁
夷
は
、
ふ
つ
う
考
え
ら

れ
て
い
る
以
上
に
骨
の
太
い
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
画
家
で
あ

る
。
彼
に
は
日
本
画
家
の
枠
を

超
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
枠
の
外
側
か

ら
自
然
と
伝
統
を
丹
念
に
見
つ

め
直
し
て
き
た
。
風
景
は
、
日

本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
中
国
へ
、
さ
ら
に
大
和

花明り（1 9 6 8 年）

総 鍵繍

唖

蝿驚騨
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延
若
、
芝
居
、
踊
り
に
鮮
や
か

さ
一
番
、
中
村
富
十
郎
ら
、
そ

の
パ
リ
初
演
の
際
の
人
気
歌
手

魅
惑
の
ダ
ン
ス
カ
ッ
プ
ル
、
グ

ど
が
出
演
。
タ
ン
ゴ
の
魅
力
を

あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
見
せ
る
。

夢
古
蕊
雲
“

★
松
竹
大
歌
舞
伎

燃
塑
唖
嘩
）
榊
恥
文
僻
鍛
ホ
婿
（
礎

今
年
も
絢
畑
豪
華
に
松
竹
大

磯
蕊
叶

を
十
分
に
披
露
す
る
。
実
娘
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
明
日
香
都

が
特
別
出
演
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
住
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
小
橋
潔
』
係

★
小
林
陽
子
愛
の
う
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
型
日
（
水
）
四
時
元
町
凧
月
堂
ホ

ー
ル
２
０
０
０
円

関
西
を
中
心
に
精
力
的
な
幸
同

楽
活
動
を
展
開
す
る
小
林
陽

子
。
今
回
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
矢

田
絃
一
郎
を
迎
え
「
リ
リ
ー
マ

衝
真

☆
小
橋
潔
「
喜
寿
を
歌
う
」

９
月
泌
日
（
水
）
塑
時
釦
分
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
一
階
席
２
８
０
０
円
二
階

席
２
８
０
０
円

大
阪
音
楽
大
学
名
誉
教
授
で

「
神
戸
女
声
合
唱
団
」
の
創
立
以

来
の
指
揮
者
で
も
あ
る
小
橋
潔

氏
が
今
年
２
月
に
喜
寿
を
迎

え
、
そ
の
記
念
演
奏
会
が
催
さ

雄
Ｉ
ン
を
た
く

一
み
な
会
話
と

癖
ユ
ー
モ
ア
で

つ
づ
る
一
一
１

子
井
上
ひ
さ
し

吠
幻
の
名
作
を

鋤
劇
団
神
戸
の

漬
総
力
を
結
集

１
１４４
１

蕊鵜；

れ
る
。
老

潔
い
て
益
々

蛎
さ
か
ん
な

Ｊ

氏
の
活
動

都
と
と
も
に

香
テ
ノ
ー
ル

蝿
歌
手
と
し

て
の
本
領

ル
レ
ー

子
ン
」
や

陽
「
閉
か

峠
せ
て
よ

愛
の
言

灘

☆
小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踏

団
「
カ
ル
メ
ン
」

９
月
配
円
（
水
）
鵡
時
釦
分
神
戸
国
際

会
館
Ａ
席
４
５
０
０
円
Ｂ
席
４
０
０

０
ｍ
四幕

が
開
く
と
舞
台
中
‐
央
に
真

葉
を
」
な
ど
お
馴
み
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
を
パ
リ
ム
ー
ド
満
点
に

聞
か
せ
る
。
鈴
木
尚
＆
函
勝

浮
尉
目
の
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
も
あ

る
。
演
出
、
構
成
サ
ノ
・
ユ
リ
コ
・

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
５
組
様
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を

明
記
の
上
神
戸
っ
子
「
小
林
陽
子
」
係

☆
尾
熊
志
津
江
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

・
タ
ル

９
月
ｎ
日
（
口
）
蝿
時
神
戸
国
際
会
議

場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
、
ア
ル

バ
ー
ト
・
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
ら
の
話

題
性
の
あ
る
ピ
ア
ノ
作
品
ば
か

認
鋳
鴬
”
騨
廻
篭
り
の
意
欲
的

寒
帯
》
》
》
》
》
》
峰
詐
唯
剖
歩

鶴
監
騨
瀞
瀞
。
静
し
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
高
い
音
楽
性
が
花
開
き

待
望
の
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
と
な

っ
た
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
５
組
様
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を

明
記
の
上
神
戸
っ
子
「
尾
熊
志
津
江
」
係

し
垂
皐
』
画
毒
，
舞
踊

小松原庸子

有にポラホェ
無；シがの
を。トスバ

望鱗

欝
協欝乳

ii'１塁
演

劇

蕊

る
生
粋
の
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン

タ
ン
ゴ
シ
ョ

ー
が
上
演
さ

れ
る
。
「
タ
ン

ゴ
・
ア
ル
ゼ

ン
チ
ー
ノ
」

言
わ
さ
ず
観
客
を
ド
ラ
マ
に
引

き
ず
り
こ
む
迫
力
の
舞
台
。

☆
タ
ン
ギ
ッ
シ
モ
を
迎
え
て

、
月
４
日
（
火
）
四
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
７
０
０
０
円
Ａ
５
０
０
０
円

タ
ン
ゴ
発
祥
の
地
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
空
気
を
最
も
伝
え

郎
ば
り
」
「
手
習

十
子
」
上
方
和

権
狂
言
の
第
一

中
人
者
、
賞
川

う
そ
う
た
る
実
力
者
が
揃
う
。

☆
】
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
３
組
様
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を

明
記
し
神
戸
っ
子
「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
係

し
て
上
演
。
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・

フ
ウ
ゲ
ッ
加
周
記
念
版
。

☆
一
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
加
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
劇
団
神
戸
」
係

☆
テ
ア
ト
ル
・
エ
コ
ー
公
演

「
プ
ラ
ザ
・
ス
イ
ー
ト
」

９
月
”
日
（
木
）
１
，
月
１
日
（
土
）
氾

時
娼
分
、
月
２
日
（
日
）
坦
時
釦
分

神
戸
市
文
化
中
ホ
ー
ル
一
般
３
０
０
０

円
労
演
会
員
２
８
０
０
円

人
生
の
一
コ
マ
一
コ
マ
、
日

☆
劇
団
神
戸
公
演
「
天
保
十
二

年
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ス
ビ
ア
」

９
月
型
日
（
水
）
浬
日
（
木
）
狙
時
釦
分

鱈
日
（
金
）
型
日
（
土
）
皿
時
蝿
時
釦

分
露
日
（
日
）
型
時
元
町
風
月
堂
ホ

ー
ル
当
日
３
３
０
０
円

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
早
変
わ

コ
マ
一
コ
マ
、
日

一
常
の
ワ
ン
シ
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映
画

ご
・
．

☆
日
本
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展

９
月
Ⅳ
日
（
土
）
１
，
月
鯛
日
（
日
）
、

時
Ｉ
”
時
（
月
咽
儲
、
９
月
”
日
、
皿

月
皿
日
も
休
館
）
神
戸
市
立
博
驚
一

般
２
０
０
円
高
大
生
１
５
０
円
小
中

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
千
年
の
歴
史

ル
サ
イ
モ
ン
の
オ
ム
ニ
バ
ス
ド

ラ
マ
３
話
。

「十字架を担う
キリスト」

, 点版, 点版回
、画、画は
参８銅3 4 木

Ｑ版日☆大佐第☆津☆立萩１６☆原松長☆大篭黄人山★

篭騨謹霊護鱗雲議＃: 雲
野役廊展展１，ヤ銅Ｉ野会ヨ画陶陶作ラ賛芸鐘角画術
純貝バラ版オ弘展Ｉ廊展展陶リ・展憩谷展画
一展ザリ画プ之ロ展Ｉ英高一廊
1 ０９９１０９９１１９展ジ９．９９ツ９９９１０国９９亜９圭９
／／／／／／ル／エ／年／／パ／／／／絵／／陶／／
６２９２２１２４１４１７２２成１５８絵２７２０１３５画２８２１磁１４茶７
１１１１１１１１父１１画ｌｌＩＩ展’’展ｌの１
１０１０９１０９９９９子９９展１０９９１０１０９９湯９
／／／／／／／／展／／／／／／／／／釜／
1 １４２７７３０２３２４２７２０１３１０２６１９１０３２６１９展１２

森哲三
「ＨＩＩＥＯＳＨＩ
ＭＡⅢ」
スドスを
芸グテも
術ランつ

が
様
々
な
流
れ
や
伝
達
方
法
を

経
て
日
本
で
創
ら
れ
始
め
て
約

一
世
紀
。
こ
の
光
の
芸
術
を
作

家
達
が
個
々
に
受
け
と
め
そ
れ

ぞ
れ
の
光
彩
の
詩
を
う
た
う
。

☆
こ
の
入
場
券
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
者
は
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
神

戸
っ
子
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展
」
係

☆
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
秘
蔵

「
デ
ュ
ー
ラ
ー
展
」

９
月
配
日
（
水
）
１
，
月
３
日
（
月
）
、

時
Ｉ
喝
時
半
（
終
日
の
み
塑
時
半
）
そ

ご
う
神
戸
店
本
館
７
階
大
催
会
場
一
般

・
学
生
５
０
０
円
高
・
中
学
生
３
０
０

円
小
学
生
以
下
は
無
料

ド
イ
ツ
の
代
表
的
芸
術
家
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
豊
か
な
才
能
と
技

術
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
展
。
今

_ 一一』

鍵
考
作
品
肥
点
を
展
示
。

☆
一
」
の
入
場
券
を
如
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の

上
、
神
戸
っ
子
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
展
」
係

☆
異
人
た
ち
と
の
夏

９
月
、
日
よ
り
国
際
に
っ
か
つ
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高
生

１
３
０
０
円

１
１４５
１

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
異
人
た
ち
と
の
夏
」
係

☆
神
々
の
履
歴
書

９
月
型
日
（
水
）
晦
日
（
木
）
ｎ
時
⑬

時
釦
分
肥
時
”
分
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル

－
５
０
０
円

日
本
人
の
な
か
の
朝
鮮
文
化

大
林
宣
彦

演
出
の
異

色
の
現
代

お
と
ぎ
話

を
主
テ
ー

マ
に
前
田

憲
二
監
督

が
鋭
く
描

く
大
作
。
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の
い
じ
ら
し
さ
。
そ
こ

妹
を
よ
ろ
こ
ば
さ
ん
と
、

の
名
入
り
の
手
紙
、

そ
れ
が
す
べ
て
愛
の

手
紙
の
、
そ
れ
を
手

を
変
え
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
あ
ら
ゆ
る
国
か

ら
実
の
妹
に
…
…
こ

の
兄
が
…
…
ア
メ
リ

カ
兵
の
名
を
も
っ
て

出
し
に
出
し
、
今
や

中
年
の
そ
の
妹
の
部

屋
に
は
二
束
三
束
の

ア
メ
リ
カ
兵
の
ラ
ヴ

・
レ
タ
ー
。
ラ
ヴ
。

ア
メ
リ
カ
、
も
ア
メ
リ
カ
…
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

レ
モ
ン
。
『
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
等
ハ
ー
ッ
』
（
一
九
五
五
）
で
ア
カ
デ
ミ

ー
助
演
男
優
賞
。
こ
と
し
六
十
三
歳
。
出
演
作
品
三
十
八
本
以

上
。

マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ャ
ン
ニ
。
あ
た
か
も
ナ
ポ
リ
の
太

陽
。
ロ
ー
マ
の
夜
の
月
。
イ
タ
リ
ア
映
画
い
ま
や
最
高
代
表
選

手
。
そ
の
作
品
を
こ
こ
に
あ
げ
れ
ば
目
が
ま
わ
る
。
こ
と
し
六
十

四
歳
。

×

こ
の
二
人
を
合
せ
る
こ
の
企
画
は
こ
わ
い
。
『
マ
カ
ロ
ニ
』
（
一

九
八
五
）
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
四
○
年
ま
え
に
ナ
ポ
リ
で
浮
気
し
た
こ

と
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
今
や
航
空
機
メ
ー
カ
ー
副
社
長
。
四
○
年

ま
え
は
た
だ
の
Ｇ
・
Ｉ
・
ヤ
ン
キ
ー
兵
隊
。
そ
の
青
年
が
ナ
ポ
リ

娘
と
恋
を
さ
さ
や
く
。
そ
れ
っ
き
り
。
そ
れ
か
ら
四
○
年
、
今
そ

の
ナ
ポ
リ
の
空
港
に
立
つ
も
い
っ
さ
い
の
思
い
出
な
し
の
ア
メ
リ

カ
人
。こ

れ
が
ホ
テ
ル
に
着
く
や
、
妙
な
中
年
男
が
、
う
す
汚
れ
た
服

を
着
て
、
そ
し
て
ド
ア
を
ひ
ら
い
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ
ン
に
と
び

つ
い
て
キ
ッ
ス
、
キ
ッ
ス
、
キ
ッ
ス
。
い
や
ら
し
い
、
頬
に
接
吻

と
は
い
え
こ
の
男
い
っ
た
い
何
者
な
り
や
。

と
こ
ろ
が
聞
け
ば
こ
の
男
、
今
は
ナ
ポ
リ
銀
行
の
文
書
保
管

部
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
彼
こ
そ
は
・
・
・
…
あ
の
ナ
ポ
リ
娘
の
実
の

兄
。 縦』M蕊衿。

角

イ
タ
リ
ア
映
画
が

レ
モ
ン
と
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
で
…
ノ
．

「
マ
カ
ロ
二
」

む
り
に
そ
の
家
に
ひ
っ
ぱ
り
こ
ま
れ
〃
ま
あ
″
〃
ま
あ
ア
ナ
タ

サ
マ
〃
誰
も
彼
も
が
こ
の
ア
メ
リ
カ
人
に
随
喜
の
涙
で
あ
い
さ
つ

す
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
用
意
の
食
事
、
そ
れ
が
大
ば
ち
な
み
な
み
の

ホ
ヤ
ホ
ヤ
湯
気
の
出
そ
う
な
…
…
マ
カ
ロ
ニ
。

そ
し
て
品
の
い
い
中
年
女
が
〃
あ
な
た
〃
。
こ
れ
が
四
○
年
前

の
あ
の
娘
／
・
も
う
孫
が
生
れ
て
い
た
。

こ
と
の
次
第
を
こ
の
兄
に
ひ
そ
か
に
じ
っ
く
り
聞
け
ば
…
…
わ

が
妹
の
あ
ま
り
の
ア
メ
リ
カ
兵
へ
の
愛
…
…
あ
ま
り
の
恋
ど
こ
ろ

の
い
じ
ら
し
さ
。
そ
こ
で
こ
の
兄
（
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
）
、
こ
の

妹
を
よ
ろ
こ
ば
さ
ん
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
い
つ
わ
り
の
ア
メ
リ
カ
人

１
１４６
１

ＩＩｉＩ
可
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醜
女
が
美
し
き
若
き
軍
人
を
見
染
め
た
。

軍
人
は
逃
げ
て
逃
げ
て
彼
女
が
そ
ば
に
来
る
や
立
ち
去
っ
た
。

し
か
し
上
官
、
そ
の
醜
女
の
伯
父
が
、
せ
め
て
一
夜
だ
け
で
い
い

…
…
枕
な
ら
べ
て
く
れ
と
哀
願
、
そ
れ
な
ら
軍
服
の
ま
ま
。
一
夜

ま
ん
じ
り
と
も
せ
ぬ
そ
の
若
き
兵
、
そ
し
て
そ
ば
で
並
ん
で
寝
る

醜
女
、
彼
女
の
目
の
涙
。
ホ
モ
シ
ェ
ク
ス
ァ
ル
の
胸
ぐ
る
し
さ
を

醜
女
を
も
っ
て
え
ぐ
っ
た
残
酷
名
作
。

レ
タ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
シ
カ
ジ
カ
カ
ク
カ
ク
で
、
ボ
ク
も
し
か

た
な
く
結
婚
。
い
ろ
い
ろ
と
身
の
う
ち
知
ら
せ
、
キ
ミ
も
ど
う
か

結
婚
し
て
く
れ
…
…
こ
と
こ
ま
や
か
な
：
．
…
こ
の
嘘
の
、
実
は
兄

か
ら
の
…
…
手
紙
を
妹
は
信
じ
、
四
○
年
ま
え
の
恋
、
四
○
年
ま

え
の
愛
を
殺
す
こ
と
な
く
、
今
は
そ
れ
も
思
い
出
の
心
や
す
ら
ぐ

祖
母
と
い
う
身
の
上
。

ジ
ャ
ッ
ク
。
レ
モ
ン
・
・
・
…
び
っ
く
り
仰
天
。
ア
ホ
ら
し
い
。
バ

カ
バ
カ
し
い
・
そ
れ
す
べ
て
ウ
ソ
と
打
ち
明
け
ん
と
す
る
を
マ
ス

は
言
わ
ぬ
が
花
。

芸
術
に
は
勝
っ
た
負
け
た
の
勝
負
な
ど
あ
る
わ
け
な
し
。
マ
カ

ロ
ニ
、
ナ
ポ
リ
、
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
、
こ
の
な
か
の
ジ
ャ
ッ
ク
。

レ
モ
ン
。

と
び
は
ね
、
と
び
ま
わ
り
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
ま
る
だ
し
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ
ン
。
タ
ッ
チ
と
…
…
マ
カ
ロ
ニ
そ
の
名
の
ま
ま

、
、
、

に
ど
ろ
り
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
マ
カ
ロ
ー
ー
の
上
に
ぬ
り
落
ち
た
》
」
と

ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ
ン
・
・
・
…

カ
バ
力
し
い
・
そ
れ
す
べ
て

ト
ロ
ヤ
ン
ニ
が
目
で
押
し
と

め
た
。つ

い
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ

モ
ン
、
こ
の
ナ
ポ
リ
の
こ
の

イ
タ
リ
ア
の
人
情
、
こ
の
イ

タ
リ
ア
の
家
族
の
あ
た
た
か

さ
に
、
し
か
し
も
は
や
四
○

年
ま
え
の
愛
を
と
り
も
ど
す

わ
け
も
な
く
、
さ
び
し
く
、

う
そ
の
笑
顔
で
ア
メ
リ
カ
に

帰
ら
ん
と
し
た
の
だ
が
、
な

ん
と
足
は
イ
タ
リ
ア
、
こ
の

ナ
ポ
リ
の
暖
か
さ
か
ら
立
ち

去
り
か
ね
た
…
…
こ
の
ラ
ス

ト
・
シ
ー
ン
。×

レ
モ
ン
と
マ
ス
ト
ロ
、
ど

ち
ら
が
巧
い
か
、
ど
ち
ら
が

勝
っ
た
か
…
…
ヤ
ボ
な
こ
と

き
イ
タ
リ
ア
の
あ
の
匂
い
を
思
わ
せ
る
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
の
至

十
一
云
Ｏど

ち
ら
も
ど
ち
ら
。
名
演
と
は
こ
れ
。
見
と
れ
て
い
る
う
ち
そ

の
巧
み
さ
に
涙
が
に
じ
む
。

×

し
か
も
監
督
が
エ
ッ
ト
ー
レ
・
ス
コ
ー
プ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

彼
こ
そ
は
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
の
天
才
。
「
特
別
な
一
日
」
（
一
九

七
七
）
は
ア
パ
ー
ト
の
筋
向
い
の
男
に
ふ
と
浮
気
心
を
感
じ
た
子

鷺】むち幻…

持
ち
の
女
が
、
本
気
で
愛
し
本
気
で
結
ば
れ
た

く
な
り
か
け
た
と
き
、
そ
の
男
が
ホ
モ
で
ゲ
イ

で
警
察
が
呼
び
出
し
に
き
た
。
マ
ス
ト
ロ
ャ
ン

ニ
と
ソ
フ
ィ
ア
。
ロ
ー
レ
ン
の
共
演
。
「
ル
・

バ
ル
」
（
一
九
八
三
）
は
あ
た
か
も
。
ハ
ン
ト
マ
イ

ム
一
座
そ
の
一
幕
の
名
演
技
ぞ
ろ
い
の
至
芸
に

た
ん
の
う
と
い
う
ム
ー
ド
の
パ
リ
の
下
町
の
ダ

ン
ス
・
ホ
ー
ル
こ
こ
に
集
る
人
た
ち
の
ダ
ン
ス

場
ス
ケ
ッ
チ
。
こ
こ
に
も
人
生
あ
り
、
女
そ
し

て
女
そ
し
て
女
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
か
ら
ち
り
紙

出
し
て
鏡
に
向
っ
て
唇
ひ
ら
い
て
ソ
ッ
と
歯
を

ふ
き
ぬ
ぐ
う
そ
の
し
ぐ
さ
の
女
の
匂
い
。
タ
バ

コ
と
女
と
、
男
と
酒
と
、
タ
ン
ゴ
と
、
ジ
ル
バ

と
、
こ
の
ダ
ン
ス
場
ム
ー
ド
。
あ
あ
エ
ッ
ト
ー

レ
・
ス
コ
ラ
監
督
よ
／
、

こ
わ
い
の
は
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
ダ
モ
ー
レ
」

こ
れ
は
何
年
度
作
品
だ
っ
た
か
…
…
い
ま
お
ぼ

え
な
し
。
し
か
し
こ
の
名
作
が
私
に
は
っ
き
り

と
エ
ッ
ト
ー
レ
の
名
を
胸
に
し
み
こ
ま
せ
た
。

１
１４７
１
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店長の野井慎吾さん

☆
失
わ
れ
た

家
庭
の
味
を
求
め
て
…

フ
ラ
ン
ス
料
理
も
エ
ス
ニ
ッ

ク
料
理
も
、
神
戸
ビ
ー
フ
も
今

夜
は
パ
ス
し
た
い
と
い
う
方
に

お
奨
め
な
の
が
、
異
人
館
通
り

に
あ
る
隣
花
亭
。
機
能
性
が
生

み
出
す
美
し
い
店
内
。
色
調
は

シ
ッ
ク
な
モ
ノ
ト
ー
ン
で
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
が
漂
う
。

隣
花
膳
コ
ー
ス
（
８
品
・
５

０
０
０
円
）
等
の
コ
ー
ス
を
頼

む
の
も
い
い
が
、
吟
味
さ
れ
た

そ
の
日
の
旬
が
味
わ
え
る
〃
本

日
の
お
す
す
め
″
（
６
０
０
円

か
ら
）
等
、
一
品
を
注
文
す
る

の
も
楽
し
い
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

の
日
替
り
メ
ニ
ュ
ー
は
、
北
野

界
隈
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
勤
め
る

ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
達
に
評
判
。

答
が
返
っ
て
来
た
。
〃
売
り
切

れ
ゴ
メ
ン
〃
な
の
で
お
早
目
に

国
中
央
区
元
町
通
１
１
１
１
８
貧
細
Ｉ

８
６
４
６
平
日
川
⑱
釦
’
四
》
、
日

祝
日
正
午
ｌ
加
卵
的
但
し
、
売
れ
切
れ
の

場
合
は
時
間
内
で
も
終
了
し
ま
す
無
休

☆
ミ
ニ
懐
石
も
楽
し
い

ま
さ

割
烹
〃
真
″

生
田
神
社
西
門
の
西
側
に
あ

る
伊
藤
ビ
ル
の
３
Ｆ
の
、
割
烹

真
（
ま
さ
）
は
、
の
れ
ん
を
く

ぐ
る
と
暖
か
い
雰
囲
気
で
、
ヤ

ン
グ
板
さ
ん
の
鎌
田
真
志
さ
ん

（
型
歳
）
が
、
威
勢
よ
く
迎
え

て
く
れ
る
。

大
阪
の
新
地
で
修
業
し
、
天

性
の
料
理
好
き
。
魚
料
理
が
と

く
に
お
い
し
い
。

ミ
ニ
懐
石
（
２
５
０
０
円
）

に
も
、
懐
石
（
６
０
０
０
円
ｌ
）

に
も
、
一
品
に
も
、
そ
の
工
夫

が
生
き
て
い
る
。
特
に
エ
ビ
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
い
ち
ぢ
く

田
楽
、
馬
鈴
薯
鰻
頭
、
ナ
ス
ピ

の
そ
ぼ
ろ
は
逸
品
。

び
っ

国
中
央
区
下
山
手
通
２
Ｉ
Ｗ
ｌ
掴
伊
藤
ビ

ル
３
Ｆ
蓉
独
－
０
９
６
３
５
１
ｍ
Ｐ

Ｍ
日
、
祝
も
営
業
月
畷
定
休

☆
ブ
ラ
ウ
ン
の
内
装
が

心
憎
い
演
出
の
店

ここだけしかない味に出会えます

国
中
央
区
山
本
通
２
１
Ｍ
ｌ
釦
異
人
館
通

ア
ン
カ
ー
ハ
ウ
ス
２
Ｆ
衝
２
６
１
１
１

７
７
５
水
暇
休
Ⅷ
”
犯
ｌ
腿
⑪
釦

Ⅳ
駈
犯
ｌ
犯
、
、
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）

☆
美
味
追
求
の
ト
ン
カ
ッ
屋

オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
余
、
ふ

ら
ん
す
屋
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や

Ｏ
Ｌ
た
ち
の
キ
ッ
チ
ン
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。
普
通
の
ト

ン
カ
ッ
の
他
、
チ
ー
ズ
・
ベ
ー

コ
ン
・
穴
子
・
ス
モ
ー
ク
サ
ー

モ
ン
と
、
ト
ン
カ
ッ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。
定
食

は
８
０
０
円
で
、
良
心
的
な
特

大
の
エ
ピ
フ
ラ
イ
定
食
は
１
５

０
０
円
。
そ
し
て
、
み
そ
汁
が

旨
い
／
、
健
康
に
こ
だ
わ
る
野
井

店
長
の
、
手
作
り
の
み
そ
と
豆

腐
が
そ
の
秘
密
。
準
備
が
さ
ぞ

か
し
大
変
だ
ろ
う
と
伺
う
と
、

「
当
り
前
の
も
の
を
お
出
し
し

て
い
る
だ
け
で
す
ョ
」
と
い
う

148

南
京
町
の
オ
シ
ャ
レ
な

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
、
エ
ス
ト

・
ロ
ー
ヤ
ル
の
本
格
的
な

フ
ラ
ン
ス
菓
子
は
今
、
神

戸
っ
子
た
ち
の
間
で
大
変

な
評
判
。
ル
・
ノ
ー
ト
ル

で
修
業
を
積
ん
だ
東
山
さ

ん
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
３

名
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
素
材

を
ベ
ー
ス
に
仕
上
げ
る
ム

ー
ス
や
タ
ル
ト
は
絶
品
／
、

天
然
酵
母
を
熟
成
さ
せ
た

パ
ン
、
プ
ー
リ
ッ
シ
ュ
（
￥

２
５
０
）
、
キ
ッ
シ
ュ
も

．

可
愛
い
パ
ン
や
お
菓
子
が
一
杯

人
気
者
、
パ
リ
の
味
が
お

口
に
広
が
り
ま
す
。

■
フ
ラ
ン
ス
で
お
祝
い
が
あ
っ
た

時
に
登
場
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

〃
ド
ラ
ジ
ェ
〃
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に

も
欠
か
せ
な
い
こ
の
お
菓
子
を
エ

ス
ト
・
口
Ｉ
ヤ
ル
よ
り
⑱
名
様
に
。

住
所
・
氏
名
・
窟
を
記
入
の
上

「
神
戸
っ
子
ド
ラ
ジ
ェ
」
係
ま
で
。

威勢のいいヤング板さん. 〃

☆愛読者の皆さんへ
おいしいプレゼント
エスト。ローヤル
から“ドラジェ”
フランス菓子エスト・ローヤル
中央区栄町§唖１－３－１６( 南京町）
A I 1 o 〃3 9 1 - 5 0 6 3
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ン
バ
ー
が
演
奏
さ
れ
る
落
ち

着
い
た
空
間
は
、
ア
ベ
ッ
ク

で
行
く
な
ら
勿
論
の
こ
と
、

素
敵
な
ひ
と
と
き
が
過
ご

せ
、
過
ぎ
て
い
く
時
間
す
ら

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
ば
か

り
な
の
で
、
ひ
と
り
で
気
軽

に
入
っ
て
ゆ
け
る
の
も
魅

力
。
ラ
イ
ブ
は
８
時
半
、
９

時
半
、
加
時
半
、
の
１
日
３

回
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
チ
ャ

ー
ジ
は
８
０
０
円
と
手
頃
な

の
で
気
軽
に
楽
し
め
る
。
ド

リ
ン
ク
は
ビ
ー
ル
が
８
０
０

円
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ト
が
１
０

０
０
円
か
ら
。
グ
ラ
ス
を
透

か
し
て
ジ
ャ
ズ
に
耳
を
傾
け

て
は
？

舌楽園に誕生したお酒落なスポット

詐錠派におすすめです

１
４９
１

や

最
近
、
奇
抜
な
ぐ
ら
い
派
手

な
デ
ザ
イ
ン
の
喫
茶
店
が
、
あ

ち
こ
ち
で
目
に
つ
く
が
、
そ
ん

な
中
で
ブ
ラ
ウ
ン
を
基
調
に
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
が
北

長
狭
通
り
に
あ
る
。
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
小
路
が
そ
れ
。

名
前
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
イ

メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
ゆ
っ
た
り

●
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
プ
・
バ
ー

エ
イ
プ
リ
ル

ウ
ィ
ザ
ー
ド

西
宮
市
南
越
木
岩
町
３
１
個

麓
０
７
９
８
１
７
２
‐
３
０
０
５

伽
覗
ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
Ｏ
型
ｍ
Ａ
Ｍ
無
休

乾
い
た
都
会
感
覚
の
イ
ン

テ
リ
ア
の
中
で
、
グ
ラ
ス
の

氷
が
溶
け
る
音
と
、
落
ち
着

い
た
大
人
の
雰
囲
気
の
ジ
ャ

ズ
が
混
ざ
り
合
っ
て
鼓
膜
の

奥
へ
と
ど
い
て
く
る
。
そ
ん

な
酒
落
た
ム
ー
ド
を
も
つ
バ

ー
が
、
エ
イ
プ
リ
ル
ウ
イ
ザ

ー
ド
。透

き
通
っ
た
奪
う
ル
ー
の
ラ

イ
ト
が
演
出
す
る
店
内
は
、

セピア色の中でくつろぎタイムを

店長の下前さん

モ
ノ
ト
ー
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
嫌
が
上

に
も
ス
ノ
ッ
ブ
を
気
取
ら
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
ち
ょ
っ
と
凝

ら
し
た
つ
く
り
の
ピ
ア
ノ
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、
そ
の
雰
囲
気
を
じ

ゅ
う
ぷ
ん
に
醸
し
出
し
て
く
れ

る
の
で
お
す
す
め
。

毎
夜
ご
と
に
熱
い
ジ
ャ
ズ
ナ

し
た
雰
囲
気
で
作
ら
れ
た
店
内

は
、
セ
ピ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
。
ち

ょ
っ
と
賛
沢
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
あ
わ
た
だ

し
い
都
会
の
中
で
、
少
し
心
の

休
息
を
取
り
た
く
な
っ
た
時
、

足
を
止
め
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？

手
造
り
デ
ザ
ー
ト
で
、
な
ご

や
か
な
ひ
と
と
き
を
。

国
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
Ⅲ

商
３
９
１
１
９
３
６
０

★
多
国
籍
料
理
は
い
か
が
？
．

須
磨
の
海
が
一
望
で
き
る
兵

庫
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ル
セ
ン
タ

－
２
Ｆ
に
あ
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
プ
チ
・
モ
ン
ド
。
現
在
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
メ
・
フ
ェ
ス

タ
（
８
／
皿
１
９
／
ｍ
Ｐ
Ｍ
５

Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
）
を
開
催
中
で
世
界

把
力
国
の
料
理
が
一
度
に
味
わ

が
お
得
。
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
。

国
須
磨
区
一
の
谷
４
１
８
１
副
兵
庫
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

衝
０
７
８
１
７
３
２
１
０
７
４
１

９
月
５
日
か
ら
加
月
５
日
ま
で
神
戸
っ
子

９
月
号
持
参
の
方
に
お
好
み
の
ビ
ー
ル
を

１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

☆
フ
ラ
ン
ス
の
味
を
蛍
池
で
／
、

神
戸
北
野
町
で
長
年
に
わ
た

っ
て
味
、
雰
囲
気
と
も
に
正
統

派
を
貫
き
親
し
ま
れ
て
き
た
ビ

ス
ト
ロ
。
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
が
７

月
に
新
し
く
大
阪
の
蛍
池
に
も

鍵i常

オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
と
こ
だ
わ
り
続
け

た
味
で
、
早
く
も
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
に
対
す
る
姿

勢
も
一
流
で
、
リ
ヨ
ン
で
修
業

を
積
ん
だ
シ
ェ
フ
は
勿
論
の
こ

と
、
食
器
か
ら
ナ
イ
フ
、
ス
プ

ー
ン
に
至
る
ま
で
全
て
フ
ラ
ン

ス
製
。
パ
ン
も
自
家
製
で
、
味

を
損
な
わ
な
い
心
遣
い
。
デ
ィ

ー
プ
グ
リ
ー
ン
の
扉
を
開
け
れ

ば
き
っ
と
満
足
ゆ
く
一
日
が
過

ご
せ
る
事
で
し
ょ
う
。

回
豊
史
、
蓋
池
中
町
３
１
６
１
畑
プ
ラ

イ
ム
鐘
池
１
Ｆ
窟
０
６
１
８
４
５
‐
２

３
５
５
月
曜
休

え
る
。
同
セ
ン
タ
ー
に
は
外
国

か
ら
の
研
修
生
が
多
数
滞
在
し

て
お
り
、
異
国
ム
ー
ド
漂
う
中

で
夜
景
を
見
な
が
ら
の
食
事
は

格
別
。
五
カ
国
の
料
理
と
一
カ

国
の
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
る
「
わ

が
ま
ま
エ
ス
ニ
ッ
ク
セ
ッ
ト
」

（
３
千
円
予
約
な
ら
２
千
五
百
）

１

ヨ
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- ＝ q 盃陛一

う
会
が
開

斗
か
れ
る
。

満
「
ク
リ

藷
エ
テ
イ
ー

プ
デ
イ
レ

卜
。
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
雰
囲
気
、

も
ち
ろ
ん
、
毎
回
お
な
じ
み
の

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
も
、

バ
ン
ジ
ョ
ー
の
音
も
賑
や
か
に

登
場
。
他
に
秋
満
義
孝
、
ペ
ギ

ー
葉
山
、
中
本
マ
リ
な
ど
の
実

力
ア
ー
チ
ス
ト
が
多
数
出
演
。

秋
の
北
野
町
、
今
年
も
ワ
ッ

ペ
ン
片
手
に
ス
ト
リ
ー
ト
。
ス

イ
ン
グ
ノ
．
一
日
券
一
一
一
千
円

画
詳
細
は
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

両
麺
１
３
３
２
０
ま
で

☆
街
が
ス
イ
ン
グ
ノ
．

今
年
で
７
回
目
を
数
え
る
神

戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
。
内
外

か
ら
の
多
彩
な
ゲ
ス
ト
と
、
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
〃
は
し
ご
″
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
が
人
気

を
呼
び
、
年
々
フ
ァ
ン
が
増
え

て
い
る
。

今
回
は
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
チ

・
ト
ン
プ
ソ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の

サ
ミ
ー
・
リ
ミ
ン
ト
ン
、
そ
し

毎

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル琴

北
村
英
治

村
と
い
う
ク

ヒ型
ラ
リ
ネ
ッ

動
ト
の
名
手

↑
を
揃
え
、

ぺ
ま
さ
に
ク

ー
フ
リ
ネ
ッ

ン
、
そ
し

て
日
本
の

１
１５０
１

淀川長治さん谷崎松子夫人

信妹や松み構建念
子の、子、想設館
さ鴫そ夫谷がすＬ
ん川の人崎進るを

ク
タ
ー
」
「
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
」
「
映
像
作
家
」
「
芥

川
賞
作
家
」
と
、
マ
ル
チ
・
ア

ラ
。
マ
ン
の
百
足
人
間
ぶ
り

に
、
神
戸
の
八
バ
ー
ボ
ン
・
ク

ラ
ブ
Ｖ
や
、
八
Ｋ
。
Ｆ
・
Ｍ
Ｖ

の
、
友
人
た
ち
が
世
話
人
に
な

り
、
〃
尋
ね
人
の
時
間
″
を
テ

ー
マ
に
、
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
。

会
費
は
￥
１
２
，
０
０
０

発
起
人
は
、
田
辺
聖
子
、
陳

舜
臣
、
筒
井
康
隆
、
森
敦
、
宮

崎
辰
雄
の
皆
さ
ん
。
事
務
局

は
、
月
刊
神
戸
っ
子
。
お
問
合

せ
は
、
〒
剛
中
央
区
東
町
岨
ノ

ー
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
②
０
７
８

（
３
３
１
）
２
２
４
６

☆
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で

マ
ル
チ
・
ア
ラ
・
マ
ン

芥
川
賞
受
賞
を
祝
う
会

海
と
満
月
と
汐
風
の
ピ
ー
チ

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
（
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
岨
Ｆ
レ
イ
ン
ボ
ー

ル
ー
ム
）
で
、
９
月
ｕ
日
（
水
）

午
後
６
時
釦
分
よ
り
、
第
卵
回

芥
川
賞
受
賞
・
新
井
満
氏
を
祝

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動第

十
六
回
市
民
福
祉
講
座
開
催

七
月
二
十
四
日
勤
労
会
館
で
多
数
の

参
加
者
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
運
動
を
代
表
し
て
藤
本
が
、

侃
見
の
な
い
梅
祉
社
会
を
目
指
し
て

「
共
に
生
き
る
」
述
動
を
推
進
で
き
る

の
は
、
傍
棟
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
あ
る

と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
股

初
に
剛
山
県
旭
川
荘
理
醜
長
の
江
草
安

彦
先
生
の
「
抑
い
て
生
き
る
」
と
い
う

誰
演
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
児
を
持
っ

た
親
は
煩
悶
の
末
立
ち
直
り
、
他
人
の

こ
と
を
熱
心
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
気
持
が
福
祉
活
動
に
大
切
で
あ
る

パ
リ
の
郊
外
に
陣
害
者
と
健
常
者
が
共

同
で
暮
ら
す
ラ
ル
ミ
ュ
が
あ
る
が
、
人

々
の
顔
は
抑
い
て
い
る
。
宮
貧
だ
け
が

人
生
で
は
な
い
。
福
祉
も
設
備
や
制
庇

は
充
実
し
た
が
、
今
後
は
そ
の
内
容
、

運
営
が
重
要
だ
と
力
説
さ
れ
た
。

次
に
福
祉
教
育
実
践
校
の
上
菅
小
学

校
の
小
林
先
生
、
桝
木
さ
ん
、
山
木
さ

ん
。
和
田
山
中
学
校
の
鈴
木
先
生
、
火

西
さ
ん
、
長
野
さ
ん
が
施
設
と
交
流
し

て
の
世
重
な
体
験
を
と
も
’
ど
も
話
さ

れ
、
一
同
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。次

に
高
知
県
希
神
薄
弱
者
育
成
会
会

長
岩
崎
令
子
先
生
が
「
と
の
子
あ
っ
て

の
今
の
わ
た
し
」
と
い
う
誠
演
を
さ
れ

ま
し
た
。
ご
主
人
と
次
男
を
失
わ
れ
、

障
害
の
あ
る
長
男
を
か
か
え
子
供
の
撒

立
を
目
標
に
旅
館
経
営
を
始
め
、
成
功

さ
れ
た
の
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
を
育

て
て
、
人
の
術
み
が
理
解
で
き
た
の
が

埜
礎
で
あ
る
と
の
お
話
は
、
参
加
者
の

心
に
深
く
し
み
こ
み
ま
し
た
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

剛
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
－
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

電
話
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
、
潤
一

郎
の
遺
品
や
、
関
係
資
料
な
ど

が
、
川
点
以
上
寄
せ
ら
れ
、
新

図
書
館
の
西
隣
に
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
（
狐
平
方
米
）

で
、
潤
一
郎
好
み
の
様
式
を
建

物
や
、
庭
園
に
盛
り
こ
ん
で
、

如
月
８
日
に
完
成
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

当
日
は
、
松
子
夫
人
を
始
め

友
人
の
映
画
評
論
家
、
淀
川
長

治
さ
ん
も
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
か

け
つ
け
る
。

★
世
界
で
唯
一
の
フ
ル
ー
ト
の

単
独
コ
ン
ク
ー
ル

－
９
８
５
年
の
第
一
回
に
続

き
、
来
年
８
月
、
第
２
回
神
戸
国

際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
る
。
審
査
員
に
は
朝
比
奈
隆

さ
ん
を
委
員
長
に
、
金
昌
国
さ

ん
、
吉
田
雅
夫
さ
ん
、
ペ
ー
タ

ー
グ
ラ
ー
フ
さ
ん
な
ど
内
外
の

一
流
奏
者
９
名
。
今
回
は
国
際

☆
芦
屋
の
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館

加
月
８
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

芦
屋
市
の
伊
勢
町
に
あ
る
１

４
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

市
有
地
に
、
〃
細
雪
″
に
ゆ
か

り
の
芦
屋
に
「
谷
崎
潤
一
郎
記
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メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
２
３
５

０
０
ト
ン
、
旅
客
数
６
０
０

人
。
日
本
一
周
、
東
南
ア
ジ
ア

方
面
に
就
航
す
る
予
定
。

☆
宝
塚
ホ
テ
ル
で
素
敵
な
秋
の

ひ
と
と
き
を

来
年
秋
に
新
館
オ
ー
プ
ン
予

定
の
宝
塚
ホ
テ
ル
で
は
、
四
季

る
・
今
秋
の
催
し
は
次
の
通
り
。

。
宝
塚
ホ
テ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ロ
ン
…
講
演
者
南
田
洋
子
さ

ん
。
テ
ー
マ
「
素
敵
な
生
き
方

し
て
い
ま
す
か
」
。
９
月
羽
日

皿
・
・
０
０
１
肥
・
・
０
０
，
２
５

０
０
円
。
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
…
「
ア
イ
・
ガ

ッ
ト
・
マ
ー
マ
ン
」
加
月
蛇

日
、
一
部
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
鯛

：
０
０
１
Ⅳ
：
妬
、
シ
ョ
ー
タ

べ
Ｉ
ト
ー
ヴ
ェ

ン
闘
い
の
軌
跡

井
上
和
雄

灘

・
応
募
資
格
…
昭
和
詑
年
ｌ
妃

年
に
出
生
の
者

・
締
切
…
１
９
８
９
年
３
月
型

日
（
金
）
必
着

・
予
備
審
査
…
１
９
８
９
年
６

月
釦
日
、
７
月
１
日
。
尚
海
外

在
住
外
国
人
参
加
者
は
、
書
類

及
び
テ
ー
プ
審
査
に
て
予
備
審

査
に
か
え
る
。

回
申
込
先
…
〒
刷
神
一
星
、
中
央
区
加
納
町

６
１
５
１
１
神
戸
市
市
民
局
市
民
文
化
課

内
「
神
戸
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
雪
３
３
１
１
８
１
８
１

★
浩
宮
さ
ま
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ヒ
ー
博
物
館
を
ご
視
察

８
月
７
日
夕
刻
、
浩
宮
さ
ま

（
徳
仁
親
王
殿
下
）
が
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ヒ
ー
博
物
館
（
諸
岡
博
熊
館
長
）

を
視
察
の
た
め
ご
訪
問
さ
れ
た

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
加
盟
コ
ン

ク
ー
ル
と
し
て
承
認
さ
れ
、
「
フ

I 鶏霧鶏議響

帥
夫
妻
、
上

弘
島
達
司
社

誌
長
、
諸
岡

麺
館
長
ら
の

出
迎
え
を

露
忠
雄
会
長

東
玄
関
内

李
で
、
上
島

エ
ス
ピ
ッ

電
ク
神
戸
大

５田
会
」
協
賛

鐸
事
業
と
し

》
て
開
催
さ

犀
れ
る
。
詳

割
細
は
左
記

の
通
り
。

し
た
、
日
本
最
大
の
外
航
大
型

客
船
「
ふ
じ
丸
」
の
進
水
式
が
、

９
月
加
日
午
後
３
時
よ
り
三
菱

に
も
役
立
つ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。
本
の
発
刊
に
伴

い
出
版
記
念
会
が
開
か
れ
る
。

日
時
昭
和
師
年
９
月
８
日
（
木
）

午
後
６
時
半
１
８
時
半

場
所
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
（
神
戸
市

中
央
区
北
野
町
二
丁
目
吃
１
％

貧
二
四
二
－
三
九
五
九
）

会
盛
六
千
円
（
本
代
二
千
円
含
む
）

・
本
の
お
求
め
は
同
漉
会
ま
で
、
言
三
四

一
’
五
○
四
六

☆
ふ
じ
丸
発
進
／
、

商
船
三
井
グ
ル
ー
プ
が
発
注

；
闇

受
け
ら
れ
た
後
、
特
別
展
示

「
ブ
ラ
ジ
ル
と
コ
ー
ヒ
ー
展
」

の
会
場
を
は
じ
め
、
第
一
’
六

展
示
室
を
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
熱
心
に
ご
視
察
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、

コ
ー
ヒ
ー
に
ご
興
味
が
あ
り
、

ご
関
心
が
あ
っ
た
と
の
お
お
せ

で
、
同
博
物
館
の
ご
視
察
は
、

お
気
に
召
さ
れ
た
ご
様
子
で
あ

っ
た
。

☆
児
童
福
祉
の
手
引
書
発
刊

里
親
運
動
を
す
す
め
て
い
る

「
社
団
法
人
家
庭
養
誰
促
進
協

会
」
か
ら
「
児
童
福
祉
イ
ン
テ

ー
ク
ー
意
志
決
定
の
た
め
の
実

践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）
が
翻
訳
・
出
版
さ

れ
た
。
協
会
の
職
員
が
２
年
に

わ
た
る
勉
強
会
で
完
成
さ
せ
た

力
作
。
原
書
は
ア
メ
リ
カ
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
読
ま
れ
て
お
り
、

眺遡１W灘

罫

鴫
日
本
の

Ｏ雄和
児
童
福

秘
諏
祉
の
ワ

ミ
書
－
カ
ー

重
工
業
神

戸
造
船
所

図
で
行
な
わ

識
れ
る
。

函
ふ
じ
丸
は

息
全
長
１
６

７
メ
ー
ト

ル
、
幅
型

１
１５１
１ 蕊都

市
と
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト

都
市
環
境

研
究
会

胆

》
雲

日
常
語
と
し
て
定
着
し
た
感
の
あ
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
。
都
市
環
境
研

究
会
は
１
９
８
５
年
９
月
か
ら
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
再
開
発
の
共
同
研
究

に
着
手
、
関
係
行
政
機
関
、
民
間
開
発

団
体
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
、
湾
域

の
実
態
を
視
察
し
、
合
衆
国
の
実
態
調

査
と
資
料
収
集
を
行
い
、
釦
回
及
ぶ
研

究
会
を
重
ね
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
の
が
こ
の
一
冊
。

八
都
市
文
皿
化
社
刊
２
５
０
０
円
Ｖ

で
は
、
四
季

折
々
に
有

名
人
を
招

ル
い
た
講
演

需
会
や
デ
イ

宝
ナ
ー
シ
ョ

ー
な
ど
を

行
っ
て
い

図
書

ガ
イ
ド

奏
家
の
立
場
か
ら
分
析
。
楽
曲
の
其
の

魅
力
と
人
間
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
内
面

躍
島
塞
黙
》

結
集
。
本
物
の
豊
か
さ
、
ゆ
と
り
、
遊

冊
）
毎
月
、
日
発
売
。
問
合
せ
は
左
記
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で
偲
帆
錘
郡
群
榊
州
識
誰
識
議
鮮
☆
い
き
い
き
図
書
館
づ
く
り
に

作
文
募
集

矛
観
た
い
と
☆
サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
は
須
磨
海
兵
庫
県
立
図
書
館
が
、
図
書

唾
い
う
、
多
岸
に
集
ま
ろ
う
ノ

館
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

鐸
く
の
ス
ポ
来
る
９
月
ｎ
日
（
日
）
加
：
０
て
い
る
。
ど
し
ど
し
応
募
し
て
、

望
－
シ
フ
ァ
０
よ
り
、
日
本
ポ
ー
ド
セ
イ
リ
ま
す
ま
す
地
域
に
役
だ
つ
図
書

誌
ン
の
要
望
ン
グ
協
会
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
館
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
。
募

に
応
え
て
、
富
士
通
テ
ン
㈱
共
催
に
よ
る
集
要
綱
、
淵
い
合
わ
せ
は
、

イ
ム
Ⅳ
・
・
婚
ｌ
妃
：
妬
。
二
部

デ
イ
ナ
ー
タ
イ
ム
姐
・
・
妬
、
く
別

：
釦
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
別
：
釦

、
１
浬
・
・
０
０
．
１
８
０
０
０
円

（
デ
ィ
ナ
ー
、
シ
ョ
ー
、
飲
物
、

税
、
サ
ー
ビ
ス
料
共
）

。
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

雷
Ｏ
７
９
７
１
Ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
５
１
ま
で

☆
ス
ポ
ー
ツ
好
き
に
耳
よ
り
な

話ハ
イ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
良
い
席
で
、
し
か
恥

発
足
し
た
「
こ
う
ベ
ス
ポ
ー
ッ

イ
ベ
ン
ト
友
の
会
」
が
２
年
を
リ
ン
グ
オ
ー
プ
ン
レ
ガ
ッ
タ
」

迎
え
ま
す
ま
す
充
実
、
さ
ら
に
が
須
磨
海
岸
で
開
催
さ
れ
る
。

多
く
の
入
会
者
を
募
っ
て
い
参
加
選
手
は
男
女
約
１
５
０

ご召

蕊繍花時計

は
お
す
そ
わ
け
の
思
想
も
あ
棒
引
き
も
結
構
だ
が
、
風
習
一

地
球
は
一
つ
に
一
言
″
り
素
直
で
あ
っ
て
ほ
し
い
一
の
違
い
と
か
感
覚
の
ズ
レ
と
一

方
、
東
京
新
橋
の
ホ
テ
ル
に
か
い
う
前
に
お
互
い
が
お
互
一

神
戸
に
も
留
学
生
が
多
宿
泊
し
て
鷲
ろ
く
こ
と
は
東
い
を
も
っ
と
理
解
す
る
努
力
一

い
・
学
費
助
成
し
て
い
る
団
南
ア
ジ
ア
・
中
東
の
エ
リ
ー
が
大
切
の
よ
う
だ
。
日
本
流
一

体
も
多
い
の
で
一
言
。
あ
る
ト
出
張
族
が
朝
食
の
。
ハ
イ
キ
国
際
交
流
へ
の
反
省
も
こ
め
一

新
聞
に
東
南
ア
ジ
ア
。
中
東
ン
グ
を
山
廃
り
に
取
り
よ
せ
て
あ
え
て
ハ
チ
の
一
さ
し
一

の
留
学
生
の
怒
れ
る
投
書
が
半
分
も
た
べ
ず
に
ポ
イ
と
席
を
。

の
っ
て
い
た
。
そ
の
趣
旨
は
を
立
つ
。
日
本
人
だ
っ
て
あ
（
Ｙ
）
一

東
京
の
デ
．
ハ
ー
ト
の
食
品
売
ん
な
も
っ
た
い
な
い
食
べ
方

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
‐
ｉ
‐
ｌ
‐
Ｉ
，
‐
Ｉ
‐
！
Ｉ
！
。
…
！
●
…
ｉ
一

｡

≦jヨ

富
士
通
テ
ン
㈱
共
催
に
よ
る
集
要
綱
、
問
い
合
わ
せ
は
、

「
バ
イ
ョ
カ
ッ
プ
ポ
ー
ド
セ
イ
言
９
１
８
１
３
３
６
６
県
立
図
書
館
ま
で

場
物
産
展
で
残
っ
た
商
品
を
は
し
な
い
。
決
し
て
ま
ず
い

留
学
生
会
館
、
残
留
孤
児
食
料
理
で
な
い
の
に
ほ
と
ん
ど

堂
へ
配
っ
た
ら
売
れ
残
り
を
の
出
張
族
が
こ
れ
で
あ
っ

食
え
と
い
う
の
か
、
哀
れ
な
た
。
怒
れ
る
投
書
の
留
学
生

救
済
を
ま
つ
人
間
軽
視
だ
と
と
同
じ
国
の
人
達
で
あ
る
こ

い
う
の
で
あ
っ
た
。
善
意
の
と
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い

押
し
売
り
も
困
る
が
日
本
に
の
か
。
経
済
協
力
の
増
額
や

／

●
云
○
ｍ
ｍ
で
。
②
『

☆
第
哩
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式
が
、
９

月
、
日
午
前
、
時
釦
分
よ
り
、
垂
水
の

井
植
記
念
館
（
井
植
貞
雄
理
事
長
）
で

行
わ
れ
ま
す
。
受
賞
者
は
青
木
は
る
み

（
文
化
芸
術
）
賀
谷
信
幸
（
科
学
技
術
）

藤
本
隆
（
社
会
福
祉
）
吉
山
芳
良
（
地

域
活
動
）
武
下
優
（
報
道
出
版
）
ダ
ゴ

ベ
ル
ト
・
メ
リ
リ
ア
ン
・
ハ
ラ
（
国
際

交
流
）
の
各
氏
。

☆
９
月
８
日
（
木
）
ｌ
如
月
２
日
（
日
）
姫

路
市
立
美
術
館
で
、
プ
レ
姫
路
市
制
伽

周
年
記
念
「
永
井
一
正
の
世
界
展
」
が

開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
点
の
全
粟
紙
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

来
年
の
京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン

ス
、
「
Ｗ
・
Ｆ
。
Ｆ
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
も
永
井
一
正
氏
の
作
品
で
す
。

☆
角
川
書
店
よ
り
９
月
即
日
に
「
兵
庫

県
地
名
大
辞
典
」
（
１
３
，
８
０
０

円
）
で
刊
行
さ
れ
ま
す
。
地
名
の
総
項

目
は
１
万
２
７
０
０
余
。
知
り
た
い
地

名
網
羅
。

☆
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
バ
レ
エ
学
園

（
貞
松
融
・
浜
田
容
子
〉
の
、
神
戸
本

部
ス
タ
ジ
オ
が
９
月
に
完
成
。

★
武
家
和
方
活
法
宗
家
・
柳
生
軒
十
四

世
西
村
古
徳
氏
（
須
磨
在
住
）
は
、
文

化
創
作
出
版
社
か
ら
「
和
方
健
康
食
の

極
意
」
（
体
験
的
解
説
に
）
９
月
上
旬

に
発
売
さ
れ
ま
す
。

☆
邦
舞
裳
の
吾
妻
秀
扇
師
が
、
昨
年
十

一
月
米
コ
ロ
ラ
ド
州
フ
ォ
ー
ト
コ
リ
ン

ズ
と
デ
ン
バ
ー
で
の
海
外
公
波
と
リ
サ

イ
タ
ル
の
成
功
に
よ
り
、
徳
穂
賞
を
受

賞
。★

画
家
の
石
川
晴
久
さ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
風
最
を
描
き
、
美
術
情
誌
報
「
ほ

つ
ち
・
ぼ
っ
ち
」
の
豊
永
秀
男
編
集
長

が
文
を
よ
せ
た
画
文
集
「
石
川
哨
久
の

夢
・
殿
・
色
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

☆
小
磯
良
平
阿
伯
の
孫
に
あ
た
る
嘉
納

も
も
さ
ん
が
、
９
月
皿
日
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
、
カ
ナ
ダ
人
の
マ
ィ

ケ
ル
・
ポ
ド
ル
ス
キ
ー
さ
ん
と
ゴ
ー
ル

イ
ン
。
嘉
納
家
の
皆
さ
ん
も
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
へ
も
も
ち
や
ん
お
め
で
と
う
／
、

☆
北
神
戸
新
聞
社
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー

ッ
批
社
長
の
光
田
顕
司
氏
が
、
８
月
虹

日
に
脳
こ
う
そ
く
の
た
ぬ
甲
南
病
院
で

死
去
。
郡
才
。
葬
儀
・
告
別
式
は
玉
寺

院
で
浬
日
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
入
会
者
を
募
っ
て
い

る
。
一
般
会
員
会
費
は
年
間

２
，
０
０
０
円
で
、
プ
ロ
野
球

チ
ケ
ッ
ト
の
割
引
あ
っ
せ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
割
引
入
場
券

を
初
め
と
し
て
、
数
々
の
特
典

が
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
。

（
財
）
神
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
教
育
公
社
こ
う

●

昨年のレース風景
れがなささ神名
る期しわわ戸。
。待ｌやしに港
さスかいふ町
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□こころの歳時記 ご近所の協力が力強かったご葬儀
昨
年
の
、
月
岨
日
。

大
台
ケ
原
の
登
山
に
で
か
け
た
、
服

部
メ
ガ
ネ
（
大
丸
前
）
の
、
北
出
弥
美
社

長
（
沌
歳
）
が
消
息
を
断
っ
て
加
力
月
。

こ
の
８
月
ｍ
日
に
ご
近
所
の
大
丸
前

中
央
商
店
会
（
河
崎
保
会
長
）
と
元
町

商
店
街
の
有
志
の
捜
索
隊
の
バ
ス
が
、

家
族
の
人
だ
と
共
に
雨
の
中
を
、
大
台

ヶ
原
に
出
向
い
た
翌
朝
の
十
一
日
午
前

８
時
、
日
出
ケ
岳
か
ら
大
杉
谷
へ
下
る

途
中
の
粟
谷
小
屋
附
近
で
営
林
署
の
人

々
が
遺
骨
の
一
部
を
発
見
、
翌
朝
、
地

元
の
捜
索
隊
の
岩
本
徳
三
・
逸
男
氏

と
、
大
台
警
察
署
か
ら
肥
名
の
署
員
が

捜
索
。
着
衣
と
時
計
、
ボ
ー
ル
。
ヘ
ン
、

コ
イ
ン
類
が
発
見
さ
れ
た
。

お
盆
を
迎
え
て
遺
骨
が
、
北
出
家
に

も
ど
り
、
即
日
午
前
ｎ
時
よ
り
御
葬
儀

が
、
加
納
町
の
東
極
楽
寺
で
取
り
行
わ

れ
、
約
Ⅷ
人
の
人
々
が
集
っ
た
。

葬
儀
の
後
、
神
仙
閣
で
故
人
を
偲
ぶ

会
を
開
い
た
。

長
男
の
北
出
弥
一
郎
専
務
さ
ん
は
、

「
今
年
の
気
象
条
件
か
ら
し
て
、
父
の

発
見
は
奇
跡
に
近
く
、
山
好
き
の
亡
父

に
ふ
さ
わ
し
い
終
濡
と
思
い
ま
す
。
お

盆
を
前
に
、
私
共
の
も
と
に
も
ど
っ
て

参
り
ま
し
た
の
も
本
人
の
信
心
に
お
応

え
い
た
だ
い
た
神
仏
の
ご
冥
助
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
捜
索
中
、
炭
小
屋
の
跡
に

一
本
木
が
生
え
て
お
り
、
土
地
の
方
が

お
正
月
に
供
さ
れ
る
〃
ゆ
ず
り
葉
″
と

い
う
木
で
し
た
。
ゆ
ず
り
葉
は
、
若
葉

大台ケ原を想わせる山の祭壇

』灘i鰯；

磯

１
１５３
１

含
奔
連
認
定
潔
祭
碧
門
さ
資
洛
承
褐
著

瀧
謀
貧
大
谷
稔
風
狂

箪
愚
技
夫
呑
晃
笹

全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
一
足
巾
長
田
区
松
野
通
１
１
ｍ
Ｉ
哩

茸
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
Ⅷ
台
支
店
／
茸
０
７
８
‐
５
９
２
１
５
４
８
５

が
一
人
前
に
な
る
ま
で
、
本
葉
が
落
ち

ず
木
を
守
り
、
若
葉
が
成
長
す
る
と
散

独
っ
て
ゆ
く
そ
う
で
す
。
亡
父
は
未
熟
な

の鑑
私
辻
〈
を
造
し
て
散
り
急
ぎ
ま
し
た
。
皆

鎚
様
の
ご
援
助
、
ご
助
言
に
心
よ
り
感
謝

唾
い
た
し
ま
す
」
と
。

詞
ま
た
、
岩
本
徳
三
氏
が
献
杯
に
当
り

率
「
ご
子
息
が
、
帥
数
回
山
へ
出
向
か
れ

》
ご
近
所
の
捜
索
隊
が
、
多
勢
で
一
一
度
も

極
気
象
の
悪
い
時
に
出
向
か
れ
、
親
孝
行

左
な
ど
子
息
の
想
い
と
、
ご
近
所
の
方
々

の
強
力
な
ご
協
力
ぶ
り
は
、
地
元
で
も

氏
感
銘
深
く
、
お
盆
を
前
に
発
見
出
来
た

異
の
も
思
い
が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
」

刀

葬
儀
委
員
長
の
河
崎
保
社
長
（
神
戸

シ
ャ
ツ
）
さ
ん
は
「
第
一
回
は
昨
年
の

』
ｎ
月
４
日
。
一
一
度
目
は
８
月
加
日
に
大

封
台
ヶ
原
へ
行
き
、
大
雨
で
大
変
で
し
た

，
が
天
が
手
助
け
し
て
下
さ
い
ま
し
た
」

“
北
出
資
子
夫
人
は
「
大
谷
さ
ん
に
は
、

亡
父
の
好
き
な
、
山
を
形
ど
っ
た
祭
壇

寺
づ
く
り
を
し
て
下
さ
っ
て
嬉
し
く
感
謝

し
ま
す
」
大
谷
晃
世
大
谷
徳
風
社
々
長

も
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
協
力
ぶ
り
に

ｗ
感
激
し
た
と
の
こ
と
・
メ
ガ
ネ
を
愛
し
、

〈
山
を
愛
し
、
家
族
を
愛
し
た
服
部
弥
美

〕
社
長
ら
し
い
ご
葬
儀
だ
っ
た
。
合
掌
。
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